
 
 

 
 

 

輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 
 

2025年 5月 30日 

ACLカスタマイズツール 
操作説明書 

第 1.0版 



 
 

 
 

改訂履歴 
 

版数 改訂日 変更箇所 変更内容 
1.0 2025/5/30 － 新規作成 
 

  



 
 

 
 

目次 
1 はじめに .......................................................................................................................... 1 
2 動作環境 .......................................................................................................................... 2 

2.1 概要 .......................................................................................................................... 2 
2.2 動作確認環境 ............................................................................................................... 2 
2.3 ご注意 ....................................................................................................................... 3 

3 用語集 ............................................................................................................................. 4 
3.1 パッケージソフトに組み込んだソフトウェア ....................................................................... 4 

4 ACLカスタマイズツール ...................................................................................................... 5 
4.1 概要 .......................................................................................................................... 5 

4.1.1 レイアウトパターン .......................................................................................... 6 
4.2 基本フロー .................................................................................................................. 7 
4.3 起動する..................................................................................................................... 8 
4.4 画面構成..................................................................................................................... 9 

4.4.1 ACLカスタマイズメニュー ................................................................................ 10 
4.4.2 デザイナ画面構成 ........................................................................................... 10 

4.5 カスタマイズする帳票を開く ......................................................................................... 11 
4.5.1 過去に作成したレイアウトパターンの引き継ぎ ...................................................... 16 

4.6 デザインを編集する .................................................................................................... 18 
4.6.1 項目を選択する .............................................................................................. 19 
4.6.2 項目を移動する .............................................................................................. 20 
4.6.3 項目を削除する .............................................................................................. 21 
4.6.4 項目を整列する .............................................................................................. 22 
4.6.5 項目のサイズを変更する ................................................................................... 23 
4.6.6 項目のサイズをあわせる ................................................................................... 24 
4.6.7 項目の間隔を調整する ...................................................................................... 25 
4.6.8 項目の順序を変更する ...................................................................................... 26 
4.6.9 ツールボックス上の項目を追加する .................................................................... 27 
4.6.10 初期デザイン上にある項目を追加する ................................................................ 28 
4.6.11 初期レイアウトに戻す .................................................................................... 30 
4.6.12 項目の詳細設定を行う .................................................................................... 31 
4.6.13 文字を途中で折り返して表示する ..................................................................... 32 
4.6.14 用紙サイズを設定する .................................................................................... 33 
4.6.15 ヘッダ／フッタを設定する .............................................................................. 34 
4.6.16 繰返部の印字方法を設定する ........................................................................... 36 
4.6.17 繰返部タイトル用にパネルを利用する ................................................................ 38 
4.6.18 繰返番号（欄番号）を印字する ........................................................................ 39 



 
 

 
 

4.6.19 繰返しデータがあるページまで印刷する ............................................................. 41 
4.7 印刷プレビューする .................................................................................................... 42 
4.8 印刷する................................................................................................................... 43 
4.9 カスタマイズした帳票を保存する ................................................................................... 44 
4.10 終了する ................................................................................................................. 45 

5 NACCSパッケージソフトからの利用 .................................................................................... 46 
5.1 手動印刷から利用する ................................................................................................. 46 
5.2 自動印刷／連続印刷から利用するには ............................................................................. 47 
5.3 カスタマイズした帳票レイアウトを他の PCと共有するには ................................................. 48 

6 チュートリアル ................................................................................................................ 50 
6.1 サンプルテンプレートの取り込み ................................................................................... 51 
6.2 ACLカスタマイズの起動 .............................................................................................. 52 
6.3 帳票レイアウトの編集 ................................................................................................. 56 
6.4 テンプレートの保存 .................................................................................................... 68 
6.5 ACLカスタマイズの終了 .............................................................................................. 69 

7 ACLカスタマイズメニュー ................................................................................................. 70 
 

商標 : Microsoft、 Windows、Windows 11、またはその他のマイクロソフト製品の名称及び製
品名は、米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における商標または登録商標です。
DotNetBarcodeは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。その他の製品及び会社名は、各社の
登録商標または商標です。 

 
 
 



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 1 

 

1 はじめに 
 本操作説明書は輸出入・港湾関連情報処理センター（以下、NACCSセンター）が提供する

NACCSパッケージソフト（以下、パッケージソフト）の付属ツールである ACLカスタマイズ
ツール（以下、ACLカスタマイズ）の利用方法を説明するものです。 

 Windowsの基本操作を理解されていることが前提となっています。 
 画面イメージはWindows 11を基本としていますので、OSのバージョンや設定により本操作

説明書と実際のイメージが異なる場合があります。 
 操作は全てマウス操作（メニューや右クリックメニューから選択して各種操作を行うこと）を

前提として説明しています。ショートカット等のキーボード操作による操作説明は省略しま
す。 

 本操作説明書では、「ACLカスタマイズツール」、「NACCSパッケージソフトからの利
用」、「チュートリアル」についてそれぞれ章を分けて説明しています。 

 「ACLカスタマイズツール」では、ACLカスタマイズの操作方法を基本的なフローに沿って
説明します。 

 「NACCSパッケージソフトからの利用」では、ACLカスタマイズでカスタマイズした帳票レ
イアウトの NACCSパッケージソフトからの利用方法について説明します。 

 「チュートリアル」では、サンプルテンプレートを利用した実際のカスタマイズ方法について
説明します。 
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2 動作環境 

2.1 概要 
ACLカスタマイズは、パッケージソフト上からの起動することとなりますので、パッケージソ
フトの動作環境に準拠します。 
 

2.2 動作確認環境 
ACLカスタマイズの動作確認を行っている環境は以下のとおりです。 
 

表 2-1 動作確認環境 

項番 対象 動作確認環境 
1  OS Windows 11 Pro（64bit版のみ） 
2  Webブラウザ Chrome 

Microsoft Edge（Chromium版） 
3  ディスプレイ解像度 対角サイズ 9インチ以上で 8ビットカラーの高解像度 

(720p:1280×720ピクセル) ディスプレイ 
4  通信環境 インターネット回線（netNACCS処理方式を利用する場合） 

NACCSネットワーク（インタラクティブ処理方式を利用する
場合） 

5  CPU 1GHz以上で 2コア以上、64ビット互換プロセッサーまたは
SoC（System on a Chip） 

6  メモリー 4GB以上 
7  ハードディスク 64GB以上 
8  グラフィック機能 DirectX 12以上 (WDDM 2.0 ドライバー) に対応 
9  光学ドライブ CD-ROM/DVDの読み込み可能なドライブ 
10  別途必要なソフトウェア .NET Framework 4.8 
11  その他 日本語キーボード、マウス 

プリンター（バーコードを印字する場合は 600dpi以上を推
奨、A4モノクロ印字可能なもの） 
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2.3 ご注意 
 Windowsの RT版（ARMアーキテクチャ版）は対象外です。 
 言語を日本語ロケールにすることで英語版 OS上での使用も可能ですが、ACLカスタマイ

ズは日本語表記となります。 
 タブレットモードでの動作はサポートされないため、デスクトップモードでご使用下さ

い。 
 高 DPI設定（スケーリング）には対応していないため、高 DPI設定を行っている場合には

設定状態によって画面表示が崩れる（フォントがぼやける、ハードコピー範囲がずれる
等）場合があります。 

 プリンターのうち納付書出力用に用いるものは「日本銀行 OCRで正確に読み取り可能な
OCR印字（OCR-Bフォントを使用）が出力できること」を検証済みである必要がありま
す。（検証済みプリンターは NACCSセンターで公表しています。） 

 ドットインパクトプリンターとして使用できるプリンターは、NACCSセンターが動作確
認を行い公表しています。 

 上記内容については動作確認済みの環境であり、動作を保証するものではありません。ま
た、動作確認済みの OS・ブラウザをご利用の場合でも、お客さまのご利用環境（設定、
通信速度等）によっては正常に動作しない場合がございます。 

 本動作環境の記載内容はマイクロソフト社のサポート終了や新製品の発売等により変更と
なる場合があります。 
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3 用語集 
本操作説明書内で使用される用語は以下のとおりです。 
 

表 3-1 用語集 

項番 用語 意味・説明 

1  印刷ダイアログ Windows標準の［印刷］ダイアログ 
2  コントロール ラベルやテキストボックス等の画面や帳票を構成する部品 
3  テンプレート 画面や帳票のレイアウトを定義するファイル群 
4  構成情報 業務コード、または出力情報コードに対応し、有効日付、世

代から使用するテンプレートを定義する情報 
5  世代 出力情報コードをシステム内部で世代管理するためのもの 

第 6次 NACCS以降は世代 1から起算され、世代が上がるの
は ACL業務に仕様変更が生じた場合 
世代 0（第 5次 NACCSの出力情報）はカスタマイズ不可 

6  分割テンプレート 項目数が多い画面、帳票用に実行時のパフォーマンス向上の
ため、一つの電文レイアウトを分割して複数のテンプレート
で定義する機能 

7  プロパティ 項目の詳細な設定値 

 
3.1 パッケージソフトに組み込んだソフトウェア 
パッケージソフトで帳票のバーコード印刷を行う際のライブラリとして、以下のソフトウェア
を使用しています。 
 DotNetBarcode V2.4.0（（株）デンソーウェーブ製） 
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4 ACLカスタマイズツール 

4.1 概要 
ACLカスタマイズでは、ACL業務の出力帳票レイアウトのカスタマイズが行うことができま
す。 
ACL業務では、帳票レイアウトをテンプレートと呼ばれるファイルで管理しているため、ACL
カスタマイズもテンプレート単位でのカスタマイズを行います。１テンプレートで最大 3ページ
のレイアウトをカスタマイズ可能です。 
カスタマイズしたテンプレートはレイアウトパターンとして保存することができます。 
保存したレイアウトパターンは、パッケージソフトでの手動印刷時に利用することができま
す。また、自動印刷時にレイアウトパターン名から船会社、または NVOCCを判断し、自動的に
レイアウトパターンを選択して、印刷を行うことができます。 
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4.1.1 レイアウトパターン 
ACLカスタマイズにてカスタマイズしたテンプレートは、レイアウトパターンとして保存
されます。 
レイアウトパターンは、帳票単位に複数保持することができ、パッケージソフトから利用
する際、船会社ごとに使い分けることができます。 
船会社ごとのレイアウトパターン名の使い分けは、船会社コードをレイアウトパターン名
の先頭 4桁に設定することで行えます。 
 先頭 4桁が”船会社コード（半角英数字）”の場合、該当する船会社のみで使用されま

す。 
 先頭 4桁が”0000”の場合、全船会社共通の「共用パターン」となります。 
 
※ 船会社ごとのレイアウトパターンは、1帳票あたり 1つのみです。（船会社コードが

同一のパターン名は複数設定できません。） 
※ 該当する船会社コードのレイアウトパターンが存在しない場合、全船会社共通の「共

用パターン」が利用されます。 
※ 先頭 4桁を船会社コードとしない場合、パッケージソフトから自動的に利用されるこ

とはありません。（手動で利用することは可能です。） 
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4.2 基本フロー 
ACLカスタマイズで帳票レイアウトのカスタマイズを行う際の操作フローを以下に示します。 
各操作の内容は以降の節で説明します。 
 

 
 

カスタマイズした帳票レイアウトをパッケージソフトから利用する方法については「5 NACCS
パッケージソフトからの利用」を参照してください。 
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4.3 起動する 
（1）機能概要 

ACLカスタマイズを起動します。 
 

（2）操作 
1. パッケージソフトのメインメニュー［業務｜ACL出力帳票のカスタマイズ］を選

択することで、ACLカスタマイズが起動します。 
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4.4 画面構成 
ACLカスタマイズの画面構成は以下のとおりです。 
 

 
 

表 4-1 項目の説明（ACLカスタマイズ画面構成） 

項番 項目名 説明 

① ACLカスタマイズメニュー 各機能のメニューを表示します。 
② ACLカスタマイズツールバー ACLカスタマイズメニューのうち選択可能なツールを表示し

ます。 
③ ツールボックス ラベルや罫線等の、デザイナ部品の一覧を表示します。 
④ コントロールツリー デザイナ画面に表示された全項目を階層構造で表示します。 
⑤ プロパティウィンドウ デザイナ画面上で選択された項目のプロパティ一覧を表示し

ます。 
⑥ デザイナ画面 選択されたテンプレートを表示し、編集を行う画面です。 
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4.4.1 ACLカスタマイズメニュー 
ACLカスタマイズの機能は、ACLカスタマイズメニューから選択して実行します。 
ACLカスタマイズメニューについては、「7 ACLカスタマイズメニュー」を参照してくだ
さい。 

 

4.4.2 デザイナ画面構成 
デザイナ画面構成は 1つのテンプレートに対し、Page１から Page３までの３つのページ
レイアウトとなります。 
ページレイアウト間の項目の移動・貼り付けは、［コントロール追加］ダイアログでの操
作でのみ可能となります（「4.6.10初期デザイン上にある項目を追加する」を参照してくだ
さい）。 

 
 

また、各ページレイアウトが持ちうる構成は、以下の３種類のレイアウトから選択可能で
す。 
 

 
 
※ 繰返部とは、コンテナ情報、車台番号等情報を指します。 
  項目位置の移動は、同一テンプレート内のみ可能です。 
  繰返部は１テンプレートにつき１種類までとなります。 
  繰返部内の繰り返しはできません。 

  

共通部

共通部のみ 共通部＋繰り返し部

繰り返し部(1)

繰り返し部のみ

繰り返し部(2)

繰り返し部(3)

繰り返し部(4)

共通部

共通部

共通部のみ 共通部＋繰り返し部

繰り返し部(1)

繰り返し部のみ

繰り返し部(2)

繰り返し部(3)

繰り返し部(4)

共通部
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4.5 カスタマイズする帳票を開く 
（1）機能概要 

カスタマイズを行う帳票のテンプレートファイルを選択し、帳票レイアウトをデザイ
ナ画面に表示します。 
 

（2）操作 

（A）カスタマイズ済の帳票レイアウトを表示する場合 
1. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜開く］を選択します。 
2. ［編集パターン選択］ダイアログが表示されますので、構成情報よりカスタ

マイズを行う帳票名を選択します。 
3. 作成済みのレイアウトパターンが表示されますので、カスタマイズを行うレ

イアウトパターンを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
4. デザイナ画面に選択した帳票レイアウトが表示されます。 
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 構成情報に世代が複数ある場合、初期状態では最新世代が選択されていま
す。過去世代のカスタマイズ済の帳票レイアウトを表示する場合、当該世代
を選択する必要があります。 
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（B）新規に帳票レイアウトを作成する場合 
1. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜開く］を選択します。 
2. ［編集パターン選択］ダイアログが表示されますので、構成情報よりカスタ

マイズを行う帳票名を選択し、［新規追加］ボタンをクリックします。 
 

 
 

3. 新規パターンが追加されますので、選択して、［OK］ボタンをクリックしま
す。 

4. デザイナ画面に帳票レイアウトが表示されます。 
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 構成情報に世代が複数ある場合、初期状態では最新世代が選択されていま
す。過去世代の帳票レイアウトを新規作成する場合、当該世代を選択する必
要があります。 
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（C）パターン名を変更する 
1. ［編集パターン選択］ダイアログにて、パターン名を選択し、［名前変更］

ボタンをクリックします。 
2. ［名前の変更］ダイアログが表示されますので、命名規則（「4.1.1レイアウ

トパターン」を参照してください。）にしたがって、名前を入力します。 
3. ［OK］ボタンをクリックすると名前が変更されます。 
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4.5.1 過去に作成したレイアウトパターンの引き継ぎ 
（1）機能概要 

電文仕様が変更となり、テンプレートの世代が上がった場合、過去に作成したレイア
ウトパターンを用いて、帳票印刷することができなくなります。 
そこで過去に作成したレイアウトパターンを最新世代へ引き継ぎ、最新世代でも利用
できるようにします。 
電文仕様の変更後、レイアウトパターンの引継ぎ、および最新世代テンプレートのカ
スタマイズを行う場合、パッケージソフトのバージョンアップが必要となります。（バ
ージョンアップについては「NACCSパッケージソフト操作説明書 9 バージョンアッ
プ」を参照してください。） 
 

（2）操作 
例：世代 1 → 世代 2への引継ぎ 
1. ［編集パターン選択］ダイアログにて、構成情報より引き継ぎを行いたい帳票名

を選択します。 
2. ［過去に作成したパターンの表示及び引継ぎ］で世代１を選択します。 
3. 引継ぎを行いたいレイアウトパターンを選択し、［カスタマイズ済みのパターン

情報の引継ぎ］をクリックします。 
4. ［確認］ダイアログが表示されますので、［はい］ボタンをクリックします。 
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5. ［確認］ダイアログが表示されますので、最新のテンプレート仕様を確認したい
場合は［はい］ボタンをクリックしてください。既定のWebブラウザにて、
NACCS掲示板が開かれます。 
確認しない場合は［いいえ］ボタンをクリックしてください。 

 
 

6. 世代 2に選択したレイアウトパターンが引き継がれます。 

 
 

 
※ 変更のあった項目については、引継後のパターンに自動的に反映されないため、

改めて［デザイナ］画面に反映（追加、削除）する必要があります。 
※ 第 6次 NACCSパッケージソフトで作成したカスタマイズパターンを、第 7次

NACCSパッケージソフトに引き継ぐ場合も、変更のあった項目については、改
めて［デザイナ］画面に反映（追加、削除）する必要があります。 
 
 新たに項目が追加となった場合には、［コントロールの追加］で該当項目を

新たに配置します。 
 既存の項目が変更となった場合には、該当項目を削除してから［コントロー

ルの追加］で当該項目を配置しなおします。 
 既存の項目が削除となった場合には、該当項目を削除します。 
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4.6 デザインを編集する 
本節では、ACLカスタマイズで帳票レイアウトをカスタマイズするための必要最低限の操作に
ついて説明します。 
ACLカスタマイズでは、以下の項目（入力部品）を操作し、レイアウトをカスタマイズするこ
とができます。 

表 4-2 項目一覧 

項番 項目 内容 
ツールボックス
から追加 

1  テキストボッ
クス 

電文データが表示されます。 
各編集形式で編集することが可能です。 

－ 

2  ラベル（項目
タイトル） 

項目のタイトルが表示されます。 
ラベルの追加、削除、ラベル名の変更等、編集
することが可能です。 

○ 

3  欄番号 繰返部に現在の欄番号が表示されます。 
繰返部のみに配置可能です。 

○ 

4  直線 直線が表示されます。 
罫線を引きたい場合等に使用します。 

○ 

5  四角形 四角形が表示されます。 
枠線を設定したい場合等に使用します。 

○ 

6  印刷ページラ
ベル 

各ページに共通したラベルを設定できます。 
設定可能な内容の詳細は「表 4-7 印刷ページラ
ベルの設定内容」を参照してください。 

○ 

7  タイトル用 タイトル用の欄パネルです。 
同一のタイトルラベルを横方向に繰り返したい
場合に使用します。 

○ 
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4.6.1 項目を選択する 
（1）機能概要 

項目を選択状態にします。 
 
※ 直線を選択した場合のみ、直線は最前面に配置されます。選択解除することで、

最背面に配置されます。 
 

（2）操作 
1. 項目をクリックします。 
2. クリックした項目が選択状態になります 
 

 
 
 ドラッグしながら複数の項目を選択することで、複数の項目を選択状態にするこ

とができます。 
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4.6.2 項目を移動する 
（1）機能概要 

選択している項目を移動します。 
 

（2）操作 
1. 目的の項目をドラッグ&ドロップで移動します。 

 

 
 
 複数の項目を選択後、ドラッグ＆ドロップすることで、複数の項目を移動するこ

とができます。 
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4.6.3 項目を削除する 
（1）機能概要 

選択している項目を削除します。複数選択することで複数削除できます。 
 

（2）操作 
1. 目的の項目を選択します。 
2. 右クリックメニューの［削除］を選択します。 
3. 選択した項目が削除されます。 
 

 
 

 ［Ctrl］ + Dでも削除可能です。 
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4.6.4 項目を整列する 
（1）機能概要 

選択している複数の項目の整列を行います。整列方法は以下のとおりです。 
表 4-3 整列方法 

項番 メニュー 内容 
1  編集｜整列－左 選択中の項目を左揃えにします。（※） 
2  編集｜整列－左右中央 選択中の項目を選択範囲の水平方向の中心に揃えます。（※） 
3  編集｜整列－右 選択中の項目を右揃えにします。（※） 
4  編集｜整列－左右ウィン

ドウ中央 
選択中の項目をウィンドウの水平方向の中心に揃えます。 

5  編集｜整列－上 選択中の項目の上部の辺を揃えます。（※） 
6  編集｜整列－上下中央 選択中の項目を選択範囲の垂直方向の中心に揃えます。（※） 
7  編集｜整列－下 選択中の項目の下部の辺を揃えます。（※） 
8  編集｜整列－上下ウィン

ドウ中央 
選択中の項目をウィンドウの垂直方向の中心に揃えます。 

※ 最初に選択した項目が基準の位置となります。 

（2）操作 
例：項目を左揃えにする 
1. 左揃えにしたい項目を選択します。 
2. ACLカスタマイズメニュー［編集｜整列］－［左］を選択します。 
3. 最初に選択した項目の位置を基準とし、左揃えに整列されます。 
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4.6.5 項目のサイズを変更する 
（1）機能概要 

選択している項目のサイズ（幅）を変更します。 
 

（2）操作 
1. 項目の端でドラッグして、左右に動かしてサイズを変更します。 
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4.6.6 項目のサイズをあわせる 
（1）機能概要 

選択している複数の項目のサイズをあわせます。 
サイズあわせの方法は以下のとおりです。 

表 4-4 サイズあわせの方法 

項番 メニュー 内容 
1  編集｜サイズあわせ－幅 選択中の項目の幅を揃えます。（※） 
2  編集｜サイズあわせ－高さ 選択中の項目の高さを揃えます。（※） 
3  編集｜サイズあわせ－両方 選択中の項目の幅と高さを揃えます。（※） 
4  編集｜サイズあわせ－フォ

ントと桁数で再計算 
選択中の項目の幅と高さをそれぞれ設定されたフォ
ントサイズ・桁数で再計算した値にします。 

※ 最初に選択した項目が基準の位置となります。 
 

（2）操作 
例：項目の幅をあわせる 
1. 幅をあわせたい項目を選択します。 
2. ACLカスタマイズメニュー［編集｜サイズあわせ］－［幅］を選択します。 
3. 最初に選択した項目の幅を基準とし、幅が統一されます。 
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4.6.7 項目の間隔を調整する 
（1）機能概要 

選択している複数の項目の間隔を調整します。 
間隔調整の方法は以下のとおりです。 

表 4-5 間隔調整の方法 

項番 メニュー 内容 
1  編集｜左右間隔－等間隔 選択中の項目の左右間隔を等間隔にします。 
2  編集｜左右間隔－広げる 選択中の項目の左右間隔をそれぞれ 8ピクセル広げます。 
3  編集｜左右間隔－狭める 選択中の項目の左右間隔をそれぞれ 8ピクセル狭めます。 
4  編集｜左右間隔－なくす 選択中の項目の左右間隔をそれぞれ 0ピクセルにします。 
5  編集｜上下間隔－等間隔 選択中の項目の上下間隔を等間隔にします。 
6  編集｜上下間隔－広げる 選択中の項目の上下間隔をそれぞれ 8ピクセル広げます。 
7  編集｜上下間隔－狭める 選択中の項目の上下間隔をそれぞれ 8ピクセル狭めます。 
8  編集｜上下間隔－なくす 選択中の項目の上下間隔をそれぞれ０ピクセルにします。 

 

（2）操作 
例：左右の間隔を等間隔にする 
1. 等間隔にしたい項目を選択します。 
2. ACLカスタマイズメニュー［編集｜左右間隔］－［等間隔］を選択します。 
3. 選択した項目の間隔が統一されます。 
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4.6.8 項目の順序を変更する 
（1）機能概要 

項目の順序（項目を重ねた場合の表示順）を変更します。 
項目順序の変更の方法は以下のとおりです。 

表 4-6 項目順序の変更 

項番 メニュー 内容 
1  編集｜順序－最前面へ 選択中の項目を最前面に配置します。 
2  編集｜順序－最背面へ 選択中の項目を最背面に配置します。 

 

（2）操作 
例：最背面へ配置する 
1. 最背面へ配置したい項目を選択します。 
2. ACLカスタマイズメニュー［編集｜順序］－［最背面へ］を選択します。 
3. 選択した項目が最背面に配置されます。 
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4.6.9 ツールボックス上の項目を追加する 
（1）機能概要 

ツールボックス上にある項目をデザイナ画面上に追加します。 
 

（2）操作 
1. ツールボックス上にある追加したい項目を選択します。 
2. マウスポインター［＋］を、デザイナ画面上で項目を配置したい位置までを移動

します。 
3. クリックすると［＋］の位置へ選択した項目が配置されます。 
 

 
 
 項目の詳細設定（表示内容の変更等）についてはプロパティウィンドウにて行い

ます。詳細は「4.6.12項目の詳細設定を行う」を参照してください。 
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4.6.10 初期デザイン上にある項目を追加する 
（1）機能概要 

［コントロール追加］ダイアログにより、初期デザイン上にある項目をドラッグ&ド
ロップでデザイナ画面上に追加します。 
 

（2）操作 
例：ページ 2にある項目をページ 1へ追加する 
1. ACLカスタマイズメニュー［編集｜コントロール追加］を選択すると、［コント

ロール追加］ダイアログが表示されます。 

 
 

2. ［参照コントロール］で［Page 2］（追加したい項目があるページ）を選択しま
す。 

3. 選択した項目を、［Page 1］へドラッグ&ドロップします。 
4. ［Page 1］へドラッグ&ドロップした項目が追加されますので、位置を調整しま

す。 
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 複数の項目を選択し、ドラッグ＆ドロップすることで、選択した項目を一括で追
加することができます。 

 選択した項目が繰返部パネルの場合、当該繰返部に含まれる項目が一括で追加さ
れます。繰返部パネル設定の詳細は「4.6.16繰返部の印字方法を設定する」～
「4.6.19繰返しデータがあるページまで印刷する」を参照してください。 

※ 繰返部パネル内の項目は個別に貼り付けられません。 
※ 繰返部パネル内のデータ項目はパネル外に移動できません。 
 
 

  



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 30 

 

4.6.11 初期レイアウトに戻す 
（1）機能概要 

現在デザイナ画面に表示されているデザインを破棄し、初期レイアウトに戻します。 
 

（2）操作 
1. ACLカスタマイズメニュー［編集｜初期レイアウトへ戻す］を選択します。 
2. ［確認］ダイアログが表示されますので、［はい］ボタンをクリックします。 
3. 編集したデザインが初期レイアウトに戻ります。 
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4.6.12 項目の詳細設定を行う 
（1）機能概要 

デザイナ画面上では設定できない詳細な設定（以下、プロパティ）をプロパティウィ
ンドウにて設定します。 
 

（2）操作 
例：ラベルの文字を変更する 
1. ラベルの文字を変更したい項目を選択します。 
2. プロパティウィンドウの［Text］に表示したい内容を入力します。 
3. 入力した内容がラベルに表示されます。 
 

 
 
 変更可能なプロパティについては「＜別紙１＞ACLカスタマイズ詳細設定一覧」

を参照してください。 
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4.6.13 文字を途中で折り返して表示する 
（1）機能概要 

文字数が多く、複数行で表示したい場合に指定した桁で文字を折り返して、複数行で
表示できます。折り返す桁は自由に設定できます。 
 

（2）操作 
例：「35」桁で折り返して表示する 
1. 折り返して表示したいテキストボックスを選択して、右クリックメニュー［フォ

ントと桁数で再計算］を選択します。 
2. ［サイズをフォントと桁数で再計算］ダイアログが表示されますので、チェック

ボックスを「ON」、折り返し桁に「35」を設定して、［OK］ボタンをクリック
します。 

3. 選択したテキストボックスが設定した桁数で折り返され、複数行で表示されま
す。 
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4.6.14 用紙サイズを設定する 
（1）機能概要 

ページ単位に用紙サイズと印刷方向を設定します。プロパティウィンドウにて設定で
きます。 
 

（2）操作 
1. コントロールツリーで目的のページを選択します。 
2. プロパティウィンドウのプロパティ［LandScape］と［PageSize］を設定しま

す。 
 

 
 
 設定可能用紙方向：横（True）、縦（False） 
 設定可能用紙サイズ：A3、A4、A5 
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4.6.15 ヘッダ／フッタを設定する 
（1）機能概要 

ACLカスタマイズに、ヘッダ／フッタの項目は存在しませんが、［印刷ページラベ
ル］を用いることで、ヘッダ／フッタの代用ができます。 
［印刷ページラベル］は、プロパティの［PageFormat］で指定した情報が表示され
ます。［PageFormat］で指定できる内容は以下のとおりです。 
 

表 4-7 印刷ページラベルの設定内容 

項番 書式 意味 描画（印刷時に表示）される内容 
1  Page ページ番号 ページ番号を描画します。 
2  PageMax 総ページ 総ページを描画します。 
3  PageProgress ページ番号／総ページ ”ページ番号／総ページ”を描画します。 
4  PageTitle ページタイトル textプロパティに入力した文字列をページ

のタイトルとして描画します。（※1） 
5  PageTitle2 ページタイトル 2 textプロパティに入力した文字列をページ

のタイトルとして描画します。（※1） 
6  PrintDate 印刷日付 印刷（印刷プレビュー）日付を

yyyy/mm/ddで描画します。（※2） 
例：2017/10/01 

7  PrintTime 印刷時刻 印刷（印刷プレビュー）時刻を hh:mm:ss
で描画します。（※2） 
例：12:34:56 

8  FileName ファイル名 テンプレートのファイル名を描画します。 
9  JobCode 業務コード 業務コードを描画します。 
10  JobName 業務名称 業務名称を描画します。 

※1 ACLカスタマイズ上設定は可能ですが、パッケージソフトのメニューから印刷（印刷
プレビュー）する場合は反映されません。 

※2 ACLカスタマイズ上で印刷（印刷プレビュー）を実施すると、現在日時が描画されま
すが、パッケージソフトのメニューから印刷（印刷プレビュー）する際には、パッケ
ージソフトの送受信電文一覧に登録された日時が描画されます。 
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（2）操作 
例：印刷日付を追加する 
1. ツールボックスから［印刷ページラベル］をデザイナ画面に追加します。 
2. 追加した［印刷ページラベル］のプロパティ［PageFormat］に「PrintDate」を

指定します。 
3. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜印刷プレビュー］を選択すると、［印刷

ページラベル］を配置した箇所に「印刷日付」が表示されます。 
 

 
※ 印刷日付の描画内容については「表 4-7 印刷ページラベルの設定内容」を
参照してください。 
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4.6.16 繰返部の印字方法を設定する 
（1）機能概要 

帳票上に繰返部を縦方向と横方向、それぞれに設定した数だけ表示します。 
 

（1）操作 
1. 目的の［繰返部パネル］を選択します。 
2. 選択した［繰返部パネル］のプロパティ［RepX］、および［RepY］を設定しま

す。（［RepX］は横方向の繰返数、［RepY］は縦方向の繰返数の項目です） 
 

 
 

 ［SpaceX］、および［SpaceY］で繰返部の間隔を設定することができます。 
 
 

  



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 37 

 

例：［RepX］=2、［RepY］=10、［SpaceX］=0、［SpaceY］=1の場合 
横に 2列、縦に 10行、横の間隔が 0、縦の間隔が 1の繰返部が印刷されます。 

 

 
 
※ デザイナ画面には繰返分は表示されません。 
※ 出力イメージは印刷プレビューでご確認ください。 
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4.6.17 繰返部タイトル用にパネルを利用する 
（1）機能概要 

繰返部のタイトルラベルを横方向に繰り返して表示します。 
 

（2）操作 
1. ツールボックスから［タイトル用］（パネル）をデザイナ画面に追加します。 
2. 追加した［タイトル用］へラベルを追加します。 
3. 追加した［タイトル用］のプロパティ［RepX］を設定します。（［RepX］は横

方向の繰返数の項目です） 
 

 
 
 ［SpaceX］で繰返部の間隔を設定することができます。 

 
例：［RepX］=2、［SpaceX］=1の場合、横に 2列横の間隔が 1の繰返部が印刷さ
れます。 

 
 

 デザイナ画面には繰返分は表示されません。 
 出力イメージは印刷プレビューでご確認ください。  
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4.6.18 繰返番号（欄番号）を印字する 
（1）機能概要 

繰返部の表示データに対して、欄番号（連番）を表示します。 
 

（2）操作 
1. ツールボックスの［欄番号］を目的の［繰返部パネル］に追加します。 
2. ［欄番号］のプロパティ［PadLeft］を設定します。 

 

  
 
 先頭ゼロ埋めする場合、プロパティ［PadLeft］を Trueにし、桁数をプロパティ

［figure］で設定します。 
 先頭ゼロ埋めしない場合、［PadLeft］を Falseに設定します。 

 
  



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 40 

 

例：［PadLeft］=True、［figure］=3の場合、欄番号が３桁の“ゼロ埋め”で印刷さ
れます。 
 

 
 
 欄番号の最大値は以下の方法で確認可能です。 

1. コントロールツリーで繰返部パネルを選択します。 
2. プロパティウィンドウの［repetition_max］の値が欄番号の最大値です。 
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4.6.19 繰返しデータがあるページまで印刷する 
（1）機能概要 

繰返部のある帳票電文を印刷する際に、データがない無駄なページを印刷しないよう
に設定できます。 
 

（2）操作 
1. コントロールツリーで繰返部のみのページを選択します。 
2. プロパティウィンドウの［MinOccurs］に「0」を設定します。（初期値は「0」

となります。） 
 

 
 
 ［MinOccurs］は最小印刷回数の設定で、最小印刷回数を「0」に設定すること

で、データがないページは印刷されません。 
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4.7 印刷プレビューする 
（1）機能概要 

カスタマイズした帳票レイアウトの印刷イメージを確認するため、印刷プレビューを
行います。 
 

（2）操作 
1. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜印刷プレビュー］を選択します。 
2. 印刷プレビュー画面が表示されます。 
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4.8 印刷する 
（1）機能概要 

カスタマイズした帳票レイアウトを確認するため、帳票の印刷を行います。 
 

（2）操作 
1. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜印刷］を選択します。 
2. 印刷ダイアログが表示されますので、出力するプリンターを設定し、［OK］ボタ

ンをクリックすると印刷が行われます。 
 

 
 

 印刷プレビュー画面からも印刷可能です。 
 

  



 
 

  
輸出入・港湾関連情報処理センター株式会社 44 

 

4.9 カスタマイズした帳票を保存する 
（1）機能概要 

カスタマイズしたレイアウト内容を上書き保存します。 
 

（2）操作 
1. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜上書き保存］を選択します。 
2. カスタマイズしたレイアウト内容が上書き保存されます。 
 

 
 
 新規保存機能はありませんので、新しい帳票レイアウトを作成したい場合は、

「4.5（2）（B）新規に帳票レイアウトを作成する場合」を参照してください。 
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4.10 終了する 
（1）機能概要 

ACLカスタマイズを終了します。 
 

（2）操作 
1. ACLカスタマイズメニュー［ファイル｜終了］を選択します。 
2. ACLカスタマイズが終了します。 
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5 NACCSパッケージソフトからの利用 
本章では、カスタマイズした帳票レイアウトをパッケージソフトから利用する方法について説
明します。 

5.1 手動印刷から利用する 
（1）機能概要 

帳票電文の手動印刷、または印刷プレビューを行う際に、カスタマイズしたレイアウ
トパターンを選択することで、選択したレイアウトパターンで手動印刷、または印刷プ
レビューを行うことができます。 
 

（2）操作 
例：手動印刷を行う 
1. パッケージソフトの送受信電文一覧で印刷を行う帳票電文を 1件選択し、右クリ

ックメニュー［印刷］を選択します。 
2. ［レイアウトパターン選択］ダイアログが表示されますので、目的のレイアウト

パターンを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
3. 選択したレイアウトパターンで印刷が行われます。 

 

 
 

 
 ［レイアウトパターン選択］ダイアログの表示の際には、選択している帳票電文

の船会社コードに該当するカスタマイズパターン（パターン名の先頭４桁が船会
社コードであるパターン）が選択された状態となって表示されます。帳票電文の
船会社コードに該当するカスタマイズパターンがない場合（未作成の場合）に
は、共用パターン（先頭４桁”0000”のパターン）、または初期レイアウトが選択
された状態となって表示されます。 
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5.2 自動印刷／連続印刷から利用するには 
（1）機能概要 

受信した帳票電文の船会社コードに該当するカスタマイズパターン（パターン名の先
頭４桁が船会社コードであるパターン）を作成しておくことで、船会社ごとのカスタマ
イズパターンを使用した自動印刷／連続印刷を行うことができます。 

 

（2）操作 
カスタマイズパターンを用いた自動印刷を行うには、目的の ACL業務の帳票電文をパ
ッケージソフトの自動印刷対象に設定する必要があります。設定方法は NACCSパッケ
ージソフト操作説明書の「7.4 自動印刷情報設定」を参照してください。 
下図は自動印刷の設定例となります。 
 

 
 
 該当する船会社コードのカスタマイズパターンがある場合、そのレイアウトパタ

ーンで自動印刷／連続印刷が行われます。 
 該当する船会社コードのカスタマイズパターンがない場合、共用パターン（先頭

４桁”0000”のパターン）で自動印刷／連続印刷が行われます。 
 該当する船会社コードのカスタマイズパターンと共用パターンが共にない場合、

初期レイアウトで自動印刷／連続印刷が行われます。 
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5.3 カスタマイズした帳票レイアウトを他の PCと共有するには 
（1）機能概要 

カスタマイズした帳票レイアウト（テンプレート）を格納した「Custom」フォルダ
ーを他の PCへコピーすることで他の PCとカスタマイズパターンの共有ができます。 
なお、第 6次 NACCSパッケージソフトで作成したカスタマイズパターンを、第 7次

NACCSパッケージソフトに引き継いで使用することもできます。引き継ぎ方法につい
ては「4.5.1過去に作成したレイアウトパターンの引き継ぎ」を参照してください。 
 

（2）操作 
例：PC①から PC②へ共有する 
1. PC①にて、パッケージソフトのメイン画面の業務メニュー内［フォルダー］タブ

を選択し、［環境設定（共通）］をクリックします。 
2. PC①にて、Windowsエクスプローラーで「Common」フォルダーが表示されま

すので、「Custom」フォルダーをコピーします。 
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3. PC②にて、1．の手順を行い「Common」フォルダーを開きます。 
4. PC①でコピーした「Custom」フォルダーを、外部媒体等を介して、PC②の

「Common」フォルダーへ貼り付けます。 
 

 
 
 カスタマイズしたテンプレートは、パッケージソフトの処理方式ごとに保持して

いるので、他の処理方式で使用したい場合も同様の手順でコピーしてください。 
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6 チュートリアル 
本章では ACLカスタマイズを用いて、サンプルテンプレートの帳票レイアウトをカスタマイズす
る一連の流れを説明します。 
以下の流れにそって、具体的な操作方法を説明します。 
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6.1 サンプルテンプレートの取り込み 
ACLカスタマイズに使用されるテンプレートファイルのサンプルを NACCS掲示板よりダウン
ロードし、取り込みます。 
 
1. パッケージソフトのメイン画面の業務メニュー内［フォルダー］タブを選択し、［環境設

定（共通）］を選択します。 
2. 新しいウィンドウ「Common」フォルダーが表示されます。 

 

 
 
 

3. NACCS掲示板よりダウンロードした「Custom」フォルダー（サンプルテンプレート）を
コピーします。 

4. 「Common」フォルダーに、コピーした「Custom」フォルダーを貼り付けます。 
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6.2 ACLカスタマイズの起動 
ACLカスタマイズ画面を起動し、カスタマイズを行う帳票レイアウトを開きます。 
 
1. メインメニュー［業務｜ACL出力帳票のカスタマイズ］を選択します。 

 
2. 新しいウィンドウ「ACL Customize」が表示されますので、ツールバーから［編集レイア

ウト］を開きます。 
3. 新しいウィンドウ「編集パターン選択」が表示されます。 
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4. ［構成情報］から「ＡＣＬ情報（コンテナ船本情報）」を選択します。 
5. ［新規追加］ボタンをクリックします。 

 
 

6. 「パターン」から、新規追加された「パターン１」を選択し、［名前変更］ボタンをクリ
ックします。 

 
 

7. 新しい名前に「AA01_パターン④」と入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
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8. 「パターン」から、新規追加（名前変更）した「AA01_パターン④」を選択し、［OK］
ボタンをクリックします。 

 
 
9. ACLカスタマイズのデザイナ画面が表示されますので、この画面で編集を行います。 
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 画面右側を「デザイナ画面」と呼び、ここだけでもカスタマイズが可能です。 
 詳細な設定をする場合は画面左側の「ツールボックス」と「プロパティウィンドウ」と記

載された部分を利用してください。 
 次の項では、主に「デザイナ画面」を利用したカスタマイズを説明します。 
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6.3 帳票レイアウトの編集 
開いた帳票レイアウトに対し、項目の追加、移動、削除を行います。 
これにより、繰返部を「Page2」以降にまとめます。 
具体的には以下の編集を行います。 
① 「Page1」下部の「Container No.」～「Temp」欄を削除 

② 「Page1」下部へ「Fax No.」欄、および「Contact User」欄を追加、移動 

③ 「Page2」の「Fax No.」欄、および「Contact User」欄を削除 

④ 「Page2」の項目を移動、下部へ「Container No.」～「Temp」欄を追加 
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① 「Page1」下部の「Container No.」～「Temp」欄を削除 
「Page1」の繰返部を削除します。 
 
1. 「Page1」下部の「Container No.」～「Temp」欄を囲むようにドラッグし、すべて

選択します。 
2. 右クリックメニュー［削除］を選択します。 

 
 

3. 「Container No.」～「Temp」欄が削除されます。 
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② 「Page1」下部へ「Fax No.」欄、および「Contact User」欄を追加、移動 
「Page1」の空いたスペースへ「Page2」の項目を追加します。 
 
1. 「Page1」で ACLカスタマイズメニュー［編集｜コントロールの追加］を選択しま

す。 

 
 

2. ［コントロール追加］ダイアログが表示されますので、［Page 2］から「Contact 
User(ラベル)」を選択し、空いたスペースへドラッグ&ドロップします。 
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3. 同様に「Contact User」欄の構成に必要な以下のコントロールを追加します。 
 「1)(ラベル)」 
 「2)(ラベル)」 
 「3)(ラベル)」 
 「通知先(１)_(VO2)(テキストボックス)」 
 「通知先(２)_(VO3)(テキストボックス)」 
 「通知先(３)_(VO4)(テキストボックス)」 
※ 複数のコントロールを選択し、ドラッグ＆ドロップすることで、選択したコント

ロールを一括で追加することができます。 

 
 

4. 追加したコントロールをドラッグ&ドロップで移動（配置）します。 

 
 

5. 区切りをつけるため、［コントロール追加］ダイアログより「直線」を追加し、配置
します。 
 

6. 「Contact User」欄が完成します。 
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7. 「Contact User」欄と同様に「Page2」の「Fax No.」欄を追加します。必要なコン
トロールは以下のとおりです。 
 「1)(ラベル)」 
 「2)(ラベル)」 
 「3)(ラベル)」 
 「ファクシミリ番号_(FA1)(テキストボックス)」 
 「ファクシミリ番号_(FA2)(テキストボックス)」 
 「ファクシミリ番号_(FA3)(テキストボックス)」 
 「直線」 

 
8. 「Page1」の完成です。 
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③ 「Page2」の「Fax No.」欄、および「Contact User」欄を削除 
「Page1」へ追加したため、不要となった項目を「Page2」より削除します。 
 
1. 「Page2」タブを選択し、「Page2」を開きます。 

 
 

2. 「Fax No.」欄をすべて選択し、右クリックメニューより［削除］を選択します。 

 
 

3. 「Fax No.」欄が削除されます。 
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4. 同様に「Contact User」欄も削除します。 
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④ 「Page2」の項目を移動、下部へ「Container No.」～「Temp」欄を追加 
「Page2」の「Fax No.」欄を削除したことにより発生したスペースを埋めるため、項目を
上に移動し、ページ下部に繰返部（「Container No.」～「Temp」欄）を追加します。 
 
1. 移動する項目をドラッグし、選択します。 
2. 選択した項目をドラッグ&ドロップで上へ移動し、スペースを埋めます。 

 
※ 表示されていない項目をドラッグで選択できないため、区切りごとに複数回に分

けて移動します。 
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3. 項目が全体的に上に移動し、ページ下部にスペースができます。 
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4. ACLカスタマイズメニュー［編集｜コントロールの追加］を選択し、［コントロール
追加］ダイアログを開きます。 

 
 

5. ［Page 3］より「Container No.(ラベル)」を選択し、空いたスペースへドラッグ&ド
ロップします。 
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6. 同様に、「Container No.」～「Temp」欄の構成に必要な以下のコントロールを追加
し、配置します。 
 「Seal No.(ラベル)」 
 「Size(ラベル)」 
 「Type(ラベル)」 
 「Number and kind(ラベル)」 
 「of Packages(ラベル)」 
 「Cargo Weight(ラベル)」 
 「Measurement(ラベル)」 
 「Tare(ラベル)」 
 「Weight(ラベル)」 
 「Temp(ラベル)」 
 「R01(繰返部パネル)」 
 「直線」 
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7. 「R01（繰返部パネル）」の表示する数（繰返し数）を設定します。 
このままの設定では「RepX（横方向の繰返し数）」が「１」、「RepY（縦方向の繰
返し数）」が「20」となっているため、最大で 1×20で縦方向に 20個表示されま
す。 
 

 
 

8. 縦方向に 4回表示させるため「RepY」に「4」を設定します。 
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6.4 テンプレートの保存 
編集した帳票レイアウトを、テンプレートのパターンとして保存します。 
 
1. ツールバーから「上書き保存」を選択します。 
2. 編集した「ＡＣＬ情報（コンテナ船本情報）」の「AA01_パターン④」として保存されま

す。 
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6.5 ACLカスタマイズの終了 
ACLカスタマイズ画面を閉じ、操作を終了します。 
 
1. 右上の［×］ボタンをクリックすると ACLカスタマイズが終了します。 
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7 ACLカスタマイズメニュー 
ACLカスタマイズの機能は、ACLカスタマイズメニューから選択して実行します。 

 
表 7-1 ACLカスタマイズメニュー構成 

項番 メニュー 配置する操作メニュー 
1 ファイル（F） レイアウトの保存、印刷を行います。 
2 編集（E） 項目の追加、整列、サイズあわせなど、項目の編集に

関する操作を行います。 
 

（1）ファイル 
カスタマイズしたレイアウトの保存、印刷を行います。 
 

表 7-2 ファイルのメニュー項目 

項番 メニュータイトル ドロップダウンメニュー カスケードメニュー 
1 ファイル（F） 開く（O）  
2 上書き保存（S）  
3 印刷プレビュー（V）  
4 印刷（P）  
5 終了（X）  
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（2）編集 
項目の追加、整列、サイズあわせなど、項目の編集に関する操作を行います。 
 

表 7-3 編集のメニュー項目 

項番 メニュータイトル ドロップダウンメニュー カスケードメニュー 
1 編集（E） 整列（A） 左（L） 
2 左右中央（M） 
3 右（R） 
4 左右ウィンドウ中央（H） 
5 上（S） 
6 上下中央（C） 
7 下（B） 
8 上下ウィンドウ中央（V） 
9 編集（E） サイズあわせ（S） 幅（W） 

10 高さ（H） 
11 両方（B） 
12 フォントと桁数で再計算（R） 
13 左右間隔（H） 等間隔（E） 
14 広げる（I） 
15 狭める（D） 
16 なくす（N） 
17 上下間隔（V） 等間隔（E） 
18 広げる（I） 
19 狭める（D） 
20 なくす（N） 
21 順序（O） 最前面へ（T） 
22 最背面へ（E） 
23 元に戻す（U）  
24 やり直し（R）  
25 コントロール追加（G）  
26 初期レイアウトに戻す（F）  
27 すべて選択（L）  
28 すべてのラベルを選択（B）  
29 削除（D）  
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ACLカスタマイズ詳細設定一覧

項番 コントロール 属性名 既定値 例 説明 選択可能な値 編集可能 .NETでの型名

1 label Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False ○ System.Boolean

2 label AutoSize TRUE

フォント サイズを基にして、サイズの自動
調整を行います。これはテキストを折り
返さないラベル コントロールでのみ有効
です。
自動調整あり：True
自動調整なし：False

○ System.Boolean

3 label Dock None

親コントロールにドッキングする境界
を定義します。
None ドッキングなし
Top 上位ドッキング
Bottom 下位ドッキング
Left 左端ドッキング
Right 右端ドッキング
Fill 全方ドッキング

None, Top, Bottom, Left, Right, Fill ○ System.Windows.Forms.DockStyle

4 label Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。

○ System.Drawing.Point

5 label Size 100, 23

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。

○ System.Drawing.Size

6 label BorderStyle None

ラベルに表示される境界線を加えるかど
うかを決定します。
None 境界線なし
FixedSingle シングル境界線
Fixed3D 3D境界線

None, FixedSingle, Fixed3D ○ System.Windows.Forms.BorderStyle

7 label Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。

○ System.Drawing.Font

8 label ForeColor ControlText

テキストを表示するのに使用される、この
コンポーネントの前景色です。

× System.Drawing.Color

9 label Text

コントロールに関連付けられたテキストで
す。

○ System.String

10 label TextAlign MiddleLeft

ラベル内のテキストの位置を決定しま
す。
TopLeft 上詰左詰
TopCenter 上詰左右中央
TopRight 上詰右詰
MiddleLeft 上下中央左詰
MiddleCenter 上下中央左右中央
MiddleRight 上下中央右詰
BottomLeft 下詰左詰
BottomCenter 下詰左右中央
BottomRight 下詰右詰

TopLeft, TopCenter, TopRight,
MiddleLeft, MiddleCenter,
MiddleRight, BottomLeft,
BottomCenter, BottomRight

○ System.Drawing.ContentAlignment

11 line LineStyle
Center, Black,
Solid, 1

線のスタイル。（[ペン位置],[色],[線
種],[太さ]）
 [ペン位置]
Center 線の中心
Inset 線の内側
Left 線の左側
Outset 線の外側
Right 線の右側
 [線種]
Dash ダッシュ
DashDot ダッシュ＆ドット
DashDotDot ダッシュ＆ 2 つドット
Dot ドット
Solid 実線

○ Naccs.Common.CustomControls.LineStyle

12 line Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。

○ System.Drawing.Point

13 line Size 10, 10

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。

○ System.Drawing.Size

14 line Direction Left

斜線の方向を指定。
Right　右上から左下の斜線
Left　左上から右下の斜線 Right, Left ○ Naccs.Common.CustomControls.Direction

15 page HardwareMargin 5, 5, 5, 5
ハードウェアマージン(5mm固定)

× System.Windows.Forms.Padding

16 page IncludeHardwareMargin FALSE

用紙サイズにハードウェアマージンを含め
るかどうか × System.Boolean

17 page IncludePrintMargin FALSE

用紙サイズに印刷マージンを含めるかど
うか × System.Boolean

18 page LandScape FALSE
印刷方向(縦：False,横：True)

○ System.Boolean

19 page MaxOccurs 1
最大印刷回数

○ System.Int32

20 page MinOccurs 0
最小印刷回数

○ System.Int32

21 page PaperSize A4
用紙サイズ(A3、A4、A5)

○ System.String

22 page PrintMargin 10, 10, 10, 10
印刷マージン(単位:mm)

○ System.Windows.Forms.Padding

23 page Size 718, 1047

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 × System.Drawing.Size
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ACLカスタマイズ詳細設定一覧

項番 コントロール 属性名 既定値 例 説明 選択可能な値 編集可能 .NETでの型名

24 page Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 ○ System.Drawing.Font

25 pagelabel PageFormat

Page ページ番号
PageMax 最大ページ番号
PageProgress ページ進捗
PageTitle ページタイトル１
PageTitle2 ページタイトル２
PrintDate 印刷日付
PrintTime 印刷時刻
FileName ファイル名
JobName 業務名
JobCode 業務コード

○ System.String

26 pagelabel Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False ○ System.Boolean

27 pagelabel AutoSize FALSE

フォント サイズを基にして、サイズの自動
調整を行います。これはテキストを折り
返さないラベル コントロールでのみ有効
です。
自動調整あり：True
自動調整なし：False

○ System.Boolean

28 pagelabel Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

29 pagelabel Size 100, 23

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

30 pagelabel BorderStyle None

ラベルに表示される境界線を加えるかど
うかを決定します。
None 境界線なし
FixedSingle シングル境界線
Fixed3D 3D境界線

None, FixedSingle, Fixed3D ○ System.Windows.Forms.BorderStyle

31 pagelabel Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 ○ System.Drawing.Font

32 pagelabel ForeColor WindowText

テキストを表示するのに使用される、この
コンポーネントの前景色です。 × System.Drawing.Color

33 pagelabel Text (none)

コントロールに関連付けられたテキストで
す。 ○ System.String

34 pagelabel TextAlign TopLeft

ラベル内のテキストの位置を決定しま
す。
TopLeft 上詰左詰
TopCenter 上詰左右中央
TopRight 上詰右詰
MiddleLeft 上下中央左詰
MiddleCenter 上下中央左右中央
MiddleRight 上下中央右詰
BottomLeft 下詰左詰
BottomCenter 下詰左右中央
BottomRight 下詰右詰

TopLeft, TopCenter, TopRight,
MiddleLeft, MiddleCenter,
MiddleRight, BottomLeft,
BottomCenter, BottomRight

○ System.Drawing.ContentAlignment

35 prttextbox Format

設定した書式でデータを変換して描画
します。

円カンマ編集：\###,###
カンマ編集：###,###
円編集：\######
編集なし：######
・日付1：　yyyy/MM/dd
・日付2：　yyyy.MM.dd
・日付3：　yyyy MM dd
・時間：　hh:mm:ss
・日付(英)：　dd-MMM-yyyy
999-99
AAA-AA
AAA-99

× System.String

36 prttextbox attribute

全角文字or半角英字or・・・・等 A：半角文字、I：半角整数、
J：全角（＋半角）文字、小数点をもつ
数値 × System.String

37 prttextbox check_attribute
属性チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

38 prttextbox check_date

日付の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

39 prttextbox check_full
フル桁入力チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

40 prttextbox check_time

時刻の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

41 prttextbox choice_keyvalue
キーとデータを指定 例：0,はい,1,いいえ

× System.String

42 prttextbox figure
桁数を指定 バイト数

× System.Int32

43 prttextbox form
データの初期値を指定

× System.String

44 prttextbox id
項目略称（項目ID）を指定

× System.String

45 prttextbox input_output

入力なのか出力（編集不可）なのかを
指定

”+"：入力可、"-"：入力不可
(ReadOnly) × System.String

46 prttextbox name
項目名（ラベル）を指定

× System.String

47 prttextbox order

固定長デリミタ電文の何行目のデータな
のかを指定 × System.Int32

48 prttextbox required
必須入力かどうかを指定 M：必須、C：任意

× System.String

49 prttextbox Multiline FALSE

エディット コントロールのテキストが複数
行にわたることができるかどうかを設定し
ます。 × System.Boolean

同一のid属性を
持つ<item>属性
値と同じ
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ACLカスタマイズ詳細設定一覧

項番 コントロール 属性名 既定値 例 説明 選択可能な値 編集可能 .NETでの型名

50 prttextbox PasswordChar

単一行エディット コントロールで、パス
ワードを入力したときに表示される文字
を示します。 × System.Char

51 prttextbox Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False ○ System.Boolean

52 prttextbox WordWrap TRUE

複数行エディット コントロールで、行が自
動的に折り返されるかどうかを示します。

× System.Boolean

53 prttextbox Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

54 prttextbox Size 100, 19

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

55 prttextbox BorderStyle Fixed3D

エディット コントロールに境界線を付ける
かどうかを示します。
None 境界線なし
FixedSingle シングル境界線
Fixed3D 3D境界線

None, FixedSingle, Fixed3D × System.Windows.Forms.BorderStyle

56 prttextbox Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 × System.Drawing.Font

57 prttextbox ForeColor WindowText

テキストを表示するのに使用される、この
コンポーネントの前景色です。 × System.Drawing.Color

58 prttextbox TextAlign Left

エディット コントロールに対してどのように
テキストを配置するかを示します。
Left 左詰
Center 左右中央
Right 右詰

Left, Right, Center ×
System.Windows.Forms.HorizontalAlignme
nt

59 ran Count 1
この中にいくつの欄部が含まれるか

× System.Int32

60 ran Offset 0
欄の開始番号(オフセット)

× System.Int32

61 ran repetition_id
繰返識別

× System.String

62 ran repetition_max 1
繰返総数

× System.Int32

63 ran RepX 1
X方向表示数

○ System.Int32

64 ran RepY 1
Y方向表示数

○ System.Int32

65 ran SpaceX 0
X方向間隔

○ System.Int32

66 ran SpaceY 0
Y方向間隔

○ System.Int32

67 ran Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

68 ran Size 200, 100

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

69 ran BorderStyle None

パネルに境界線を設定するかどうかを示
します。
None 境界線なし
FixedSingle シングル境界線
Fixed3D 3D境界線

None, FixedSingle, Fixed3D × System.Windows.Forms.BorderStyle

70 ran Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 × System.Drawing.Font

71 ranlabel figure 2

ゼロ埋めの桁数
例：
　2 → "01"
　5 → "00001"

○ System.Int32

72 ranlabel PadLeft TRUE

ゼロ埋め指定
例：
 True → "01"、"02"、"03"
 False → "1"、"2"、"3"

○ System.Boolean

73 ranlabel repetition_id
繰返識別

× System.String

74 ranlabel Value 0
欄番号

× System.Int32

75 ranlabel Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False ○ System.Boolean

76 ranlabel AutoSize TRUE

フォント サイズを基にして、サイズの自動
調整を行います。これはテキストを折り
返さないラベル コントロールでのみ有効
です。
自動調整あり：True
自動調整なし：False

○ System.Boolean

77 ranlabel Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

78 ranlabel Size 100, 23

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

79 ranlabel BorderStyle None

ラベルに表示される境界線を加えるかど
うかを決定します。
None 境界線なし
FixedSingle シングル境界線
Fixed3D 3D境界線

None, FixedSingle, Fixed3D ○ System.Windows.Forms.BorderStyle

80 ranlabel Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 ○ System.Drawing.Font

81 ranlabel ForeColor ControlText

テキストを表示するのに使用される、この
コンポーネントの前景色です。 × System.Drawing.Color
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ACLカスタマイズ詳細設定一覧

項番 コントロール 属性名 既定値 例 説明 選択可能な値 編集可能 .NETでの型名

82 ranlabel TextAlign TopLeft

ラベル内のテキストの位置を決定しま
す。
TopLeft 上詰左詰
TopCenter 上詰左右中央
TopRight 上詰右詰
MiddleLeft 上下中央左詰
MiddleCenter 上下中央左右中央
MiddleRight 上下中央右詰
BottomLeft 下詰左詰
BottomCenter 下詰左右中央
BottomRight 下詰右詰

TopLeft, TopCenter, TopRight,
MiddleLeft, MiddleCenter,
MiddleRight, BottomLeft,
BottomCenter, BottomRight

○ System.Drawing.ContentAlignment

83 rectangle LineStyle
Center, Black,
Solid, 1

線のスタイル。（[ペン位置],[色],[線
種],[太さ]）
 [ペン位置]
Center 線の中心
Inset 線の内側
Left 線の左側
Outset 線の外側
Right 線の右側
 [線種]
Dash ダッシュ
DashDot ダッシュ＆ドット
DashDotDot ダッシュ＆ 2 つドット
Dot ドット
Solid 実線

○ Naccs.Common.CustomControls.LineStyle

84 rectangle Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

85 rectangle Size 0, 0

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

86 barcode attribute

全角文字or半角英字or・・・・等 A：半角文字、I：半角整数、
J：全角（＋半角）文字、小数点をもつ
数値 × System.String

87 barcode check_attribute
属性チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

88 barcode check_date

日付の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

89 barcode check_full
フル桁入力チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

90 barcode check_time

時刻の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

91 barcode choice_keyvalue
キーとデータを指定 例：0,はい,1,いいえ

× System.String

92 barcode figure
桁数を指定 バイト数

× System.Int32

93 barcode form
データの初期値を指定

× System.String

94 barcode id
項目略称（項目ID）を指定

× System.String

95 barcode input_output

入力なのか出力（編集不可）なのかを
指定

”+"：入力可、"-"：入力不可
(ReadOnly) × System.String

96 barcode name
項目名（ラベル）を指定

× System.String

97 barcode order

固定長デリミタ電文の何行目のデータな
のかを指定 × System.Int32

98 barcode required
必須入力かどうかを指定 M：必須、C：任意

× System.String

99 barcode Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False

○ System.Boolean

100 barcode ByteWidth 12

１文字分のバーコード幅（ピクセル単位）
です。［１次元バーコード用］ × System.Single

101 barcode Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

102 barcode Size 0, 0

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

103 hand-ocr attribute

全角文字or半角英字or・・・・等 A：半角文字、I：半角整数、
J：全角（＋半角）文字、小数点をもつ
数値 × System.String

104 hand-ocr check_attribute
属性チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

105 hand-ocr check_date

日付の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

106 hand-ocr check_full
フル桁入力チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

107 hand-ocr check_time

時刻の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

108 hand-ocr choice_keyvalue
キーとデータを指定 例：0,はい,1,いいえ

× System.String

109 hand-ocr figure
桁数を指定 バイト数

× System.Int32

110 hand-ocr form
データの初期値を指定

× System.String

111 hand-ocr id
項目略称（項目ID）を指定

× System.String

112 hand-ocr input_output

入力なのか出力（編集不可）なのかを
指定

”+"：入力可、"-"：入力不可
(ReadOnly) × System.String

113 hand-ocr name
項目名（ラベル）を指定

× System.String

114 hand-ocr order

固定長デリミタ電文の何行目のデータな
のかを指定 × System.Int32

115 hand-ocr required
必須入力かどうかを指定 M：必須、C：任意

× System.String

同一のid属性を
持つ<item>属性
値と同じ

同一のid属性を
持つ<item>属性
値と同じ
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116 hand-ocr CurrencyMark \
通貨記号を指定します。

× System.String

117 hand-ocr Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False ○ System.Boolean

118 hand-ocr BoxSize 16.18, 23.81
枠のサイズ（ピクセル単位）です。

× System.Drawing.SizeF

119 hand-ocr BytePitch 19.2

１文字分のピッチ幅（ピクセル単位）で
す。 × System.Single

120 hand-ocr FontLocate 1, 3

フォントの表示位置（ピクセル単位）で
す。 × System.Drawing.Point

121 hand-ocr Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

122 hand-ocr Size 0, 0

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

123 hand-ocr BoxLine FALSE
枠線描画の有無を示します。

× System.Boolean

124 hand-ocr Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 × System.Drawing.Font

125 hand-ocr ForeColor ControlText

テキストを表示するのに使用される、この
コンポーネントの前景色です。 × System.Drawing.Color

126 comp-ocr attribute

全角文字or半角英字or・・・・等 A：半角文字、I：半角整数、
J：全角（＋半角）文字、小数点をもつ
数値 × System.String

127 comp-ocr check_attribute
属性チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

128 comp-ocr check_date

日付の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

129 comp-ocr check_full
フル桁入力チェックを行うかどうかを指定 *：チェックを行う

× System.String

130 comp-ocr check_time

時刻の妥当性チェックを行うかどうかを指
定

*：チェックを行う

× System.String

131 comp-ocr choice_keyvalue
キーとデータを指定 例：0,はい,1,いいえ

× System.String

132 comp-ocr figure
桁数を指定 バイト数

× System.Int32

133 comp-ocr form
データの初期値を指定

× System.String

134 comp-ocr id
項目略称（項目ID）を指定

× System.String

135 comp-ocr input_output

入力なのか出力（編集不可）なのかを
指定

”+"：入力可、"-"：入力不可
(ReadOnly) × System.String

136 comp-ocr name
項目名（ラベル）を指定

× System.String

137 comp-ocr order

固定長デリミタ電文の何行目のデータな
のかを指定 × System.Int32

138 comp-ocr required
必須入力かどうかを指定 M：必須、C：任意

× System.String

139 comp-ocr CurrencyMark \
通貨記号を指定します。

× System.String

140 comp-ocr Visible TRUE

コントロールの表示、非表示を示しま
す。
表示：True　非表示：False ○ System.Boolean

141 comp-ocr BytePitch 9.6

１文字分のピッチ幅（ピクセル単位）で
す。 × System.Single

142 comp-ocr FontLocate 0, 0

フォントの表示位置（ピクセル単位）で
す。 × System.Drawing.Point

143 comp-ocr Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

144 comp-ocr Size 0, 0

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

145 comp-ocr Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 × System.Drawing.Font

146 comp-ocr ForeColor ControlText

テキストを表示するのに使用される、この
コンポーネントの前景色です。 × System.Drawing.Color

147 gstomp LineStyle
Center, Black,
Solid, 1

線のスタイル。（[ペン位置],[色],[線
種],[太さ]）
 [ペン位置]
Center 線の中心
Inset 線の内側
Left 線の左側
Outset 線の外側
Right 線の右側
 [線種]
Dash ダッシュ
DashDot ダッシュ＆ドット
DashDotDot ダッシュ＆ 2 つドット
Dot ドット
Solid 実線

○ Naccs.Common.CustomControls.LineStyle

148 gstomp Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

149 gstomp Size 0, 0

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

150 TitlePanel RepX
X方向表示数

○

151 TitlePanel SpaceX
X方向間隔

○

同一のid属性を
持つ<item>属性
値と同じ
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項番 コントロール 属性名 既定値 例 説明 選択可能な値 編集可能 .NETでの型名

152 TitlePanel AutoSize FALSE

フォント サイズを基にして、サイズの自動
調整を行います。これはテキストを折り
返さないラベル コントロールでのみ有効
です。
自動調整あり：True
自動調整なし：False

○ System.Boolean

153 TitlePanel AutoSizeMode GrowOnly

ユーザーインターフェイス要素が自動的
にサイズを変更するモードを指定します。

GrowAndShrink, GrowOnly ○ System.Windows.Forms.AutoSizeMode

154 TitlePanel Location 0, 0

コンテナの上部左端に相対する、コント
ロールの上部左端の座標です。 ○ System.Drawing.Point

155 TitlePanel Size 0, 0

コントロールのサイズ (ピクセル単位) で
す。 ○ System.Drawing.Size

156 TitlePanel BorderStyle None

パネルに境界線を設定するかどうかを示
します。
None 境界線なし
FixedSingle シングル境界線
Fixed3D 3D境界線

None, FixedSingle, Fixed3D ○ System.Windows.Forms.BorderStyle

157 TitlePanel Font
MS UI Gothic,
9pt

コントロールでテキストを表示するフォント
です。 ○ System.Drawing.Font
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